
別添－１

テストハンマーによる強度推定調査方法等について

 テストハンマーによる強度推定調査は、以下に基づき実施する。

（１）適用範囲

　　　強度確認調査の対象工種については、高さが５ｍ以上の鉄筋コンクリート擁壁

　　　（ただし、プレキャスト製品は除く。）、内空断面積が25m2以上の鉄筋コンク

　　　リートカルバート類、橋梁上・下部工（但し、ＰＣは除く。）、トンネル及び

　　　高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門とする。

（２）調査頻度

　　１）調査頻度は、鉄筋コンクリート擁壁及びカルバート類については、目地間、　

　　　トンネルについては１打設部分、その他の構造物については強度が同じブロッ

　　　ックを１構造物の単位とし、各単位につき３箇所の調査を実施する。

　　２）調査の結果、平均値が設計基準強度を下回った場合または、１回の試験結果

　　　が設計基準強度の８５％以下となった場合は、その周辺において再調査を５箇

　　　所実施する。

　　３）調査の評価方法については、様式１のフロー図による。

（３）測定

　　１）測定方法

　　　「硬化コンクリートのテストハンマー強度の試験方法（JSCE-G504）」により

　　　実施する。（「コンクリート標準示方書（規準編）」に記載）

　　　　なお、強度の推定方法は、様式２のフロー図による。

　　２）測定時期

　　　材令が28日から91日の間に調査を行うものとする。なお、工期等により基準

　　　期間内に調査を行えない場合は監督員と協議する。

　　３）調査の報告

　　　構造物毎に別添様式３により調査票を作成し、工事完成届時に提出する。



様式１

　　　　　　　　　　　　調査の評価方法

★１構造物とは１つの調査単位を表す

(例えば、鉄筋コンクリート擁壁の１つの

目地間、１つの橋台など）

ＹＥＳ

★σｃｋ：設計基準強度

★テストハンマーが正しく調整され

ＮＯ 　ているか再度確認してください。

ＹＥＳ

ＮＯ

１構造物あたり３箇所で反発度を測定
し、テストハンマー強度を算出する。

試験結果の平均値≧σｃｋ　，か

つ１回の試験結果≧0.85σｃｋ

詳細な調査(コア採取による強度
試験）を行う。(JIS A1107)

再調査：強度が低かった箇所の周辺
で５箇所反発度を測定し、テストハン
マー強度を算出する。

新たに再調査した５箇所の試験
結果の平均値≧σｃｋ　，かつ１回

の試験結果≧0.85σｃｋ

　エンド

スタート



様式２

　　　　　　　　強度の推定方法

ＮＯ

ＮＯ
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ＮＯ

ＹＥＳ

測定された20点の反発値
の平均値（測定反発度）を
算出する。

すべての反発値が
±20%の範囲には
いっているか？

平均値から外れたデータを削除し、
削除したデータ数だけ追加する。

測定方向は地面に
対して水平か？

土木学会規準(JSCE-G504）を元に
打撃方向に基づく補正を行う。

測定位置は乾燥
しているか？

測定方向及び測定位置の乾燥状態に応じて
補正を行った反発度（基準反発度）を用いて
次式により、テストハンマー強度を推定する。

　Ｆ（N/mm
2
）＝(-18.0+1.27×R0）

  ここで、Ｆ：テストハンマー強度（N/mm
2
）

　　　　　R0：基準反発度

          R0：R＋⊿Ｒ

　　　　　R：測定反発度
　　　　⊿R：補正値

測定位置の乾燥状態に応じた補正
を行う。

スタート

エンド

ＹＥＳ


